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病院向け医事会計システム"HIHOPS”
HospitalAccounting SYStem"HIHOPS”

病院向け医事会計システム``HIHOPS”は,病院の絵合情報システムの確立の第

一.段階である日本語医療事務標準プログラムであり,病院管理業務のうちの患者登

く録,窓口会計及びレセプト作成業務を対象としたものである｡

HIHOPSは,病院規模に応じた最適なシステムが構築できるように中規模以上の

病院向けのHIHOPS-HKと大規模病院向けのHIHOPS-EKの二つの製品が開発さ

れており,またそのサブシステムである給食管理システム``HINUS-EK”と薬品在

庫管理システム"HIDIS-EK''が開発されている｡

病院のシステム建設は,これらのシステムを適用することにより容易に行なえ,

同時に大きな効果をもたらすものである｡

D 緒 言

我が国の病院でのコンピュータ利用は,近年飛躍的に伸び

てきている｡とりわけ,病院管理面での利用が中心になって

いるが,それに伴って診療科をはじめ中央臨床検査部,放射

線科,病歴室といった各組織間の情報をうまく取り入れて,

管理面に活用することが病院の総合情報システム確立のうえ

で強く要望されている｡

日立製作所では,こうした点に早〈から着目し,利用技術

面の調査研究を重ねて,これまでに数多くの病院システムを

辛がけてきた｡これらの経験をベースにして,病院全体の総

合情報システムの第一段P皆として病院向け医事会計システム

`▲HIHOPS”(HitachiHospitalSystem)を開発した｡

本稿では,病院向け医事会計システム`▲HIHOPS-HK''及

び"HIHOPS-EK”の特長や適用について概説するとともに,

そのサブシステムである給食管理システム"HINUS-EK''

(HitachiNutrition Management System-EK)及び薬品在

庫管理システム"HIDIS-EK'てHitachiDrugInventorySystem-

EK)についても紹介する｡

8 中規模以上の病院向け医事会計システム"HIHOPS-

HK''1)･2)

2.1 HIHOPS-HKの概要

HIHOPS-HKは,病院管】里業務の一元化を指向し,中核と

なる医事業務のシステム化を,短期かつ容易に安定稼動させ

るために開発したものである｡

(1)中規模から大規模病院に至るまで,導入される病院規模

に合わせたシステムの選択を可能とする｡

(2)病院のトータル化を容易にするため,システムの拡張と

保守性を確保する｡

(3)操作,運用を容易なものとする｡

医療情報システムとHIHOPS-HKの位置付けを園1に示

す｡

2.2 HIHOPS-HKの特長

HIHOPS-HKの特長を以下に説明する｡

(1)見やすい画面及び会話処理のj采用

HIHOPS-HKは,画面を｢患者情報エリア+,｢診療行為選択

ガイド,コードガイド,又はDO(同一処方)内容表示エリア+,

相原能文* y∂Sゐ妙椚～Aタカα和

藤田政昭* 〟ぉ必々才ダわざ地

中村 弘* ム汀和5ゐオ八坂々α桝〟和

｢診療行為内容モニタ表示エリア+,｢入力エリア+,｢メッセー

ジ出力エリア+に5分割して使用しており,オペレータは各々

に分割された有機的な画面を機能的に,しかもコンピュータ

と会話しながら操作することができる｡

(2)全面日本書吾処理の採用

本システムは,端末画面の表示からレセプトの出力までに,

全面的に日本語情報処理を才采用した｡これは,イ反名漢字変換

機能を活用し患者氏名も簡単に入力が可能になり,日本語で

構成する点数マスタなどを用意したことにより,コンピュー

タへの移行を容易にすることができる｡

(3)会計カード処理の採用

過去に入力した診療データを確認,訂正することは日常発

生する｡そこで,HIHOPS-HKでは手作業のときのやり方に

そって会計データの修正や追加,又は削除を特定の日付だけ

指定する方法,連続した期間で指定する方法及び特定の日付

を複数日指定する方法の3方法で実現している｡

医学研究情報処理システム

診療情報処理システム

教 育
システム

研 究
システム

情報検索システム

臨床検査
システム

問 診
システム

病歴管理
システム

診断補助
システム

+

医事会計
システム

"HIHOPS-HK/EKM

薬品在庫

管 理

システム

ーー【lD】S-EK”

給食管理

システム

小川NUS-EKll

給与計算
システム

病床管理
システム

経 理

システム

病院管理

情報処理

システム

+
各種統計
システム 他

図l 医療情報システムとHIHOPS-HKの位置付け 医事会計シス

テムは,病院の総合医療情報システムの中の,病院管理情報処理システムの中核

に位置付けられる｡

*

日立製作所ソフトウェア工場
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2.3 HIHOPS-HKの適用

(1)適用範囲

本システムの適用範囲を表lに示す｡

(2)適用業務

HIHOPS-HKは,オンライン処理で行なう登録処理,会計

処理,病名登録処理及び問い合わせ処理並びにバッチ処理で

行なうレセプト(診療報酬明細書)作成処理,入院定期請求書

の作成処理,統計処理及びファイルの保守処理から構成され

ている｡

登う録処理は来院した患者の個人情報及び㌧保険の登録を行な

い,会計処理やレセ70ト処理に使用する｡会計処理は患者の

診療行為別の医療費の計算を行ない,医療費請求書の出力を

行なう｡病名登希処】型は診療時に付与された傷病名を登録し,

レセプトに出力する｡

適用業務概要を表2に示す｡

2.4 HIHOPS-HKの導入

HIHOPS-HKを導入した場/合のシステム建設標準スケジ

ュールと作業内容は,図2に示したとおり標準工程は8箇月

である｡この短期間の間に行なう主な作業にはi欠の作業があ

る｡

(1)帳票設計

帳票設計には診療行為伝票,外来医療費請求書,入院診療

費請求書,レセプトなどがある｡診療行為伝票は,診療行為

別に作成するのが一般的である｡例えば,外来･入院の処方

せん,検査種別ごとに作成する検査伝票,科別に作成する処

置伝票,放射線科照射記録依頼票,手術伝票,外来･入院注

射伝票などがあり,システムとしては顧客の事情に合わせて

自由に変更ができるように柔軟性をもたせている｡

帳票設計に関しては,HIHOPS-HKがもっている標準的伝

票をベースに作成することにより,工期の大幅短縮と設計に

際しての煩わしい作業から解放される｡

(2)各種マスタのメンテナンス

HIHOPS-HKで㌧使用するマスタには,点数表マスタ,病名

マスタ及び保険記一号マスタがある｡

点数表マスタには,薬品点数はもとより検査点数,処置点

数,手術点数など医療費の計算に必要な情報を網羅している｡

病名は接頭語,病名及び接尾語から成り,病名マスタに格幕内

されている｡接頭喜吾には慢性,急性,悪性,良性といったレ

セプト病名の前に付く語句及び嘗β位があり接尾語には異常,

疑い,合併,再発といった後に付く語句で1葺成されている｡

保険信号マスタは,レセプト上に表記する保険記号を登録

する｡これらのマスタは,新規に作成するには多くの労力を

必要とするため,標準的なマスタを提供している｡この標準

マスタをメンテナンスすることにより,容易にマスタを作成

することができる｡

表I H=10PSの適用範囲 HIHOPS-HKは中規模病院以上を,HIHOPS-EKは

大規模病院を適用範囲とする｡

No. 項 目 HIHOPS-HK HIHOPS-EK

】 病院規模
●病床数 200床程度以上 ●病床数 500床考量度以上

●外来患者数 300人/日程度 ●外来患者数 600人/日程度
以上 1よ上

2 対象診療科 ●医科の全科及び歯科 ●同 左

3 点 数 表
●甲表文は乙表及び歯科点数
表

●甲表及び歯科点数表

4 イ呆険の種三頃
●社会保険,国民保険,老人
保険及び各種諸法

●同 左

5 ハードウェア
処理装置

端末装置

HITAC Mシリーズ

●同 左ディスプレイ
T-560/20(漢字表示)
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表2 適用業務の概要 HIHOPS-HKの適用業務を,オンライン業務とパッ

チ業務に分け,その概要を示す｡

(a)オンライン業務

区

分
業 務 名 機 能 の 概 要

n

.5王.

会責

新 規 登 録

病院に初めて来院した患者について,会計処理やレセプ

卜の作成に必要な情報をコンピュータに送り記憶させる｡

患者について,一つの番号を付け,氏:名代わりに使える

ようになっている｡

漢字の氏名や保険証記号も登て緑できる｡

登 毒責 変 更

既に登録済みの患者の氏名,性別,生年月日及び住所を

変更できる｡

また,入院中に保険情報に変更が生じたときに,それら

の情報を入力して対処できるようになっている｡

保険変更･追加
既にコンピュータに記憶させてある患者の保検情報を変

更したり,別の保険を追加したりできる｡

保険さかのぽり

訂 正

患者の公費認可遅れなどに対してさかのぽって保険を訂

正し,正しいレセプトが作成できるように調整したり,

過不足金の計算を行なう｡

入 院 登 鋳 入院した旨と入院会計に必要な情報を記憶させる｡

入 院 基本料 入声完期間中の食事情報や部屋代ランクなどをカレンダー

の 変 更 で表示し.日ごとの変化を簡単に反映することができる｡

転科転室登毒責 転科転宣した旨を記憶させる｡

退 院 登 舌睾
遺臣完する旨を記憶させて退院時の精算を行ない,退院時

の請求書を作成する｡

A

外来会計

入院会計

会計カード修正

未納金登毒素

病名登金蔓･照会

患者番号照会

外来窓口での会計計算を行ない,患者への請求書を作成

する｡続いてレセプト用情報を次々と収納できる｡

入院中に新しい診療データが発生したときに,レセプト
コミ

計

病
名
及

用情報を収納する｡

既に蓄積済みの会計データを参照しながら,追加したり.

修正したりすることができる｡

外来窓口で未納金が生じた場合,それについて記憶させ

ておくことができる｡

傷病名を患者別･レセプト別に新たに登錦したり,追加

したり,変更したり,また削除したりすることができる｡
j王.

毒責

問

ご
白

わ

せ

補

勒

また,登綿状況を照会することもできる｡

患者の氏名から患者番号を知ることができる｡

入院芋斗概j帝二幸真の
間しヽ合わせ

ファイル表示

再送要求

入院途中の料金の問い合わせができる｡

患者の情報や入院中の情報などについて問い合わせがで

きる｡

患者への請求書を再度出力させることができる｡

テストプリント 請求書の試し印刷を行なうことができる｡

診療日付の変更 診療日付を任意に設定できる｡

(b)バッチ業務

サ

イ

ク

ノレ

業 務 名 機 能 の 概 算

随 会計 カ
ード 入院･外来別,科別や患者番号で限定して会計カードの

時 リ ストの出力 様式のリストをフ莫字プリンタに出力できる｡

日

次
処
‡里

バックアップ7

アイルの作成

オンライン処理で更新された各オンラインファイルのバ

ックアップファイルを作成し,障害が発生したときに回
復が早くできるようにしておく｡

月

次

処

王里

入院定期請求書 入院中の患者の入院料金を定期的に算出し,患者別に入
の 作 成 院責請求書を作成する｡

レセプト作成
いろいろな種葉頁のレセプトを作成するが,それらはさ奏字

プリンタに出力できる｡

診療幸艮酬言書:求t■
の 作 成 保険者別の診療妻板戸洲請求書を作成する｡

フ

ア

イ

ノレ

の

保

守

点数表ファイル 料金計算,レセプト作成に必要な薬価,点数,レセプト

の 作 成 の名称を点数表へ登録したり,変更したりする｡

病室ファイル 入院料の計算に必要な看護区分,室料差額を病室ファイ
の 作 成 ルに登て録したり,変更したりする｡

そ の 1也
保険の組み合わせ,メッセージファイルを含めて,その

他たくさんある各種テーブルなどの追加や修正を行なう｡

統計資半キの作成 日報,月報,年報を作成する｡
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経過日数

1箇月l2箇月l3箇月l4箇月l5箇月 6箇月l7箇月 8箇月 9箇月 い0箇月Il個月

作

業

計

画

患者
登錦

開始

在院
患者
登毒毒

会計業務 レセプト
開 始 作成開始

い･仕様把握･運用設計l

l2.帳票設計印刷

3･l芸雷雲墓誌誓警票差吉子語学
4･コンピュータ要望表芸■訂夕空

△マシン搬入

5･雷左歪扁千若蛋二の｡｡

新帳票

試行6.端末
開始

l
摩正･確認l

総合テスト

操作訓 練

作

業

項

目

1.1院内協力体制確立

1.2コンピュータシステム機能

2.1現行帳票の整理

2.2新システム帳票体系の確立
3.1病名マスタの内容見直L項 4.1プログラムの 5.1新システム 6.1運指訓練
目追加 組込み 運用の現場 62 機器取扱い

確認

1.3パッケージ70ログラム機能

2..3新帳票原稿作成と院内承認

2.4新帳票清書と印刷手配

3.2 点数表マスタの内容見直L 4.2 コンピュータ への説明 説明

項目追加 空運営訓練 52 患者へのPR 6.3 実践訓練
確認

1.4現場説明･調整･承認

1.5運用手順要点記述

1,6移行計画立案

1.7端末機器配置決定

1.8用品･備品購入計画立案

2.5印刷校正と納入確認

2.6レセプト様式の支払基金な

どの事前承諾

2.7帳票使用･回収方法説明

2.8新帳票の配布･切換調整

3.3保険記号マスタの作成

3,4マスタ内容の修正

3.5コンピュータファイルヘの

格納と確認

4.3テストデータ

作成とテスト

結果確認

5.3端末操作訓

鰊計画立案

図2 H州OPS-HKシステム建設標準スケジュールと稼動までの作業項目 =■=OPS-=Kを導入した場合のシステム建設棲準スケジュールは,8箇月で
ある｡

(3)運用訓練

運用訓練はセンタマシンと端末機のオペレーションを修得

し,円滑な移行のために行なう｡センタマシンについては,日

常のオペレーションと異常時のオペレーションを･修得する｡

8 大規模病院向け医事会計システム"HIHOPS-EK,,1)･3)

3.1 川HOPS-EKの概要

HIHOPS-EKは,大規模病院の総ノ合情報システムを確立す

るための第一段階として開発された日本語医療事務プログラ

ムで,患者登録,窓口会計,各種問合せ,レセプトの作成な

ど病院管理業務での医療事務全般をサポートする標準プログ

ラムである｡

3.2 H什10PS-EKの王特長

HIHOPS-EKを使った場合の患者の取扱い,データの動き

など,医事業務を処理するときの概念を図3に示す｡

HIHOPS-EKは,病院の実情をとらえたi欠に示す様々な特

長がある｡

(1)既存の会計カード方式などをシステムに適応

診療の継続指示や実施伝票,会計カードの様式などは,手

作業時に病院で開発された効率の良い方式をそのまま画面に

適応させている(図4)｡

(2)点数表調べの要領を端末操作に適用

薬の入力コードなどが不明な場′合に,コードガイドの機能

を使って薬品名などの入力コードー覧表を画面に表示させ,

該当コード番号と数量をキーインすれば即座に求めるデータ

が処理される｡

(3)様々な工夫でキータッチ回数を削減

院内製剤比例配分によるセット化,処置と薬剤などの通常

のセット化,DO処方,入院患者の期間継続入力などキータッ

チ回数を削減させるための様々な工夫が行なわれている｡

(4)漢字情報を簡単な操作で入力

患者氏名の仮名漢字変換,被保険者証記号の自動変換,病

名のガイダンス表示,患者住所の住所コードによる自動設定

など漢字情報を簡単な操作で入力できるように,様々な工夫

が行なわれている｡

(5)入力ミスに対する各種チェック機能

(a)背反チェック

同時に発生しない診療行為の情報を入力したときは,シ

ステム内で自動的にエラーチェックする｡

(b)吸収チェック

ー方が他方に吸収されるような診療行為の情報を同時に

入力したときは,吸収される行為は入力されなかったもの

として自動的に置き換える｡

(c)薬品対応の極量チェック

薬品の数量を間違って入力した場合には,システムが自
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鞠

外来会計窓口

詰責誓席賞
親
局

問し､合わせ悪口

偽

入i塁F完
℡｢｢

廟
巨璽亘頭毒
入院会計

偽

病名登会責

偽

支払基金

国民健康保障
連合会など

外部

観閲

〔二重垂車重⊃
オンライン処理

匡亘:亘:司
[亘::萱:至::童]
匝≡::亘亘]
匡亘互亘至亘]
[≡:三三亘司
匡≡:≡≡]

パッ チ処王里

[正三正司
[垂車重亘]
E璽可

レセプト

(節用)
入院診療費
請求書

巨:三三≡]

登竜景
データベース

診療情報
データベース

問い合わせ
データベース

点数表

データベース

テーブル

データベース

病名
データベース

診療報酬請
求書.その他

(内 容)

①患者情報

･芝イ呆陳情報
･⑨保険病名情報
①診療情報

心患者識別情報
②会計識別情報

℃点数情報

①病院情報
②保険情報

:T)病名情報

入院診療費

請求書など

医事課

外采･

入院保険

医事課

入退院
統計

外来診療科 病 棟

病院管理者

各科･看護部
中央検査料

薬局

病名連絡票

図3 川HOPS-EKの処理概念 H州OPS-EKは,患者葦鼠窓口会計,レ

セプト作成など医療事務全般をサポートする標準プログラムであり,患者情報.

診療情報などはデータペース(PDMII=PracticalData ManagerIl)で管理され

ている｡
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908 日立評論 〉0+.66 No.12(198小12)

手作業時の使用伝票

入院注射(定期)指示箋 患者氏名 日 立 花 子 病棟 東8

性 別 女
医師 日立

一郎
生年月 日 S.20-11

1 2 3 4 5 6 7 8 q ln 1 12 13 ト1 15 10 17 1日 1ヨ 2ロ 21 22 2 24 25 26 27 28 29 3し)31

ヨ 日 巳 且 巳 ∃ 日 白 ヨ 巳 ヨ B 日 巨 巳 日 日 目 日 ヨ 日 ヨ 日 日 巳
巳 臼 日 巨 巳

点滴

ソリター丁3 500mJlビン

ニコリンH 25% 4mJ IA 1 1 1 1 1

G 20% 20mJ IA

ホリゾン10｢昭 2A

点滴セット 1

グリセオール 200m/ 2ビン

ニコリンH 25% 4｢¶/ 1A 1 1 1 1

G 5% 20m/
1A

点滴セット
1

H‖+OPS-EK

では

患者番号 12-3456‾5

氏 名 日 立 花 子 性 別 女

‥*‥ 1 ‥*=･･2･‥･*‥‥3･

点滴注射

ソりタ一丁3号500m/1瓶

ニコリンH注射液25%4m/1A

ブドウ糖注射液20%20mJIA

ホリゾン注射液10mg2A

点滴セット(YlOO)

11111

図4 既存の会計カード伝票の画面表示 継続指示又は実施伝票や

会計力一ドの様式など,手作業で行なわれていた方式を有効に採り入れたシス

テム設計が適用されている｡

動的に極量チェックする｡

(6)継続項目の自動算定と各種加算点数の自動加算

入院基本料関係などの継続項目の自動算定や,乳幼児加算

などの自動加算が行なえる｡

(7)各種履歴情報を画面上で確認

患者の過去の入退院歴,保険変更歴,転科･転室歴,食事

変更歴などを画面上で履歴情報として確認できる｡

(8)マスタファイルの内容追加,修正

点数表マスタなどマスタファイルのメンテナンスがオンラ

インで行なえる｡

(9)歯科･労災の適用

歯科･労災は,点数計算だけでなくレセプトの規定用紙に

も出力できる｡

表3 各作業項目のポイント システム建設を行なうとき,各作業項目

の中にもポイントとなる留意点がある｡特に,院内協力体制の確立と帳票設計

の成否がシステム化のかぎを⇒屋る｡

No. 項 目 ポ イ ン ト

l 院内協力体制の確立

●伝票設計に当たり院内のコンセンサスを得ら
れる協力体制の確立
川伝票フォーマット(項目の位置など)

(2)伝票記入方法(薬品の規格単位の統一など)

2 移 行 計 画 立 案
●カルテ移行方法

●診察券の作成･配布方;去

●新帳票移行方;去

3

r

:●登錦･会計窓口のレイアウト

端末1幾器の配置決定 オートエンポッサの接続

●データ入力の運用方)去

4
用品･備品購入計画 ●マシン導入スケジュール
の立案 ●帳票切替えスケジュール

5 帳 票 設 計

●帳票(新規帳票の作成か.既存帳票の兼用か｡)
川伝票の分業頁

(2)科別伝票の作成
(3)セット項目

●診察券
プラスチックカードか.紙か｡

マスタファイルの作

成

●点数表ファイル
川略称コードの付け方

(2)帳票に掲載されていない項目の)先い出し

●病名ファイル

コードガイドファイルの一升顆方法

3.3 H什10PS-EKの適用

HIHOPS-EKの適用範囲は先の表1に示すとおりであり,

また,HIHOPS-EKを導入した場合のシステム建設の標準ス

ケジュールは図5に示すとおりである｡

この期間中に行なう主な作業は,帳票設計･各種マスタの

メンテナンスなどHIHOPS-HKの場合と同様である｡また各

作業項目のポイントは,表3に示すとおりである｡

田 給食管理システム"HINUS-EK”4)

HINUS-EKは,病院向けの給食管理プログラムで,食数把

握,献立の栄養価計算,食品の発注･納品･在庫管理や各種

管理･報告資料の作成など病院給食での業務全般をサポート

する標準プログラムである｡

経過日数

1箇月l2箇月l3箇月l4箇月l5箇月l6箇月l7箇月l8箇月l9箇月
10箇月 い個月

作

業

計

画

ll･仕様把握絹用設計l

5･雷左歪忘恩の｡｡蓋喜蓋蓋
ヨF

会計業務 レセプト
開 始 作成開始

2.帳 票 設 計 印 刷 試 行 6.端末操作訓練

3･l芸芸苧壷誓芸諾誓誓書苦手是芸イ学修正瀾l
4･コンピュータ票薯蒜冨諒夕空緯合テスト

△ マシン搬入

作

業

項

日

1.1院内協力休制確立 2.1現行帳票の整‡里 3.1病名マスタの内容見直し項 4.1プログラムの 5.1新システム 6.1運指訓練

1,2 コンピュータシステム機能 2.2 新システム帳票体系の確立 目追加 組込み 運用の現場 6.2 機器取扱い

確認 2.3 新帳票原稿作成と院内承認 3.2 点数表マスタの内容見直し 4.2 コンピュータ への説明 説明

1.3 パッケージプログラム機能 2.4 新帳票清書と印刷手配 項目追加 宝達営訓練 5.2 患者へのPR 6.3 実践訓練

確認 2.5 印刷校正と納入確認 3.3 保険記号マスタの作成 4.3 テストデータ 5.3 端末操作訓

1.4 現場説明･調整･承認 2.6 レセプト様式の支払基金な 3.4 マスタ内容の修正 作成とテスト 練計画立案

1.5 運用手順要点記述 どの事前承諾 3.5 コンピュータファイルヘの 結果確認

1.6移行計画立案

1.7端末機器配置決定

1.8用品･備品購入計画立案

2.7帳票使用･回収方法説明

2.8新帳票の配布･切換調整

格納と確認

図5 HIHOPS-EKシステム建設標準スケジュールと稼動までの作業項目 HIHOPS-EKを導入した場合のシステム建設標準スケジュールは.9箇月

である｡
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病院向け医事会計システム"HHOPS‖ 909

入院習
年齢境成及び荷重

平均架暮所要l表

倉敷集計表

朗

講理場

昏
.___J
実施金魚集計表

配膳表

予定献立表

栄葦管理室

〈頚骨
｢

L食事実施数集計表

+配膳表(当日昼食舟)

Tl｢ 乍:･
食事登竜尋･食事変更

12:00 13:00

l

l

r--一一一-⊥一一｢

ト実施食致集計表

+配膳表(当日夕食分) +配膳表(翌日

彰

日田
(目次処理)

予定献立表(翌々日分)

-･勺実施献立表(当日分)

○発注マスタ作成(3日後身)
0出庫マスタ作成(翌々日舟)

時刻

畳 予定食敷集計

食 (3日先の分)

甘(随時処理)献立抽出.サイクル登録献立変更,予定献立変更,給食状況照会 ?･--･

発注書作成(翌々日分)
特別食集計表

言十聖卜慧慧荒立日棚納品⑥言語)日付マスク保守

■‾l‾‾‾-‾l■｢;∵‾‾‾‾一‾‾‾‾‾●｢

(月次処王里)

■
(月次処玉里)

ト○食数集計表
L.一年齢構成及び荷重平均栄華所要量表

._…蓋蓋孟春
′i鼻音雷翳忘

1___________-J･--l- --一十---
- --

[車

㊦藩

寧
倉庫

畠凸罠
…_塑_申
匪]

HINUS-EKの利用によって,栄養士の本来の仕事である

患者に対する栄養指導の充実化,及び食品発注業務などの省

力化を実現することができる｡

給食管理は,入院患者の病状の変化,それに伴うメニュー

や病棟の変更などに即応できる柔軟性の高い運用が要求され

るが,HINUS-EKは,こうした日々の情報の変化をタイムリ

ーにとらえて,効率の良い給食業務の実現を可能にする｡図

6に,HINUS-EKの運用例を示す｡

払出L

請求書謂
薬品 管理室

留

発注書

⊂]

納品書

[二重二亘]芦≡∋

｢‾‾‾‾‾1

一発注書卜‾

_1___JJ

配布用

払出L

請漢書用紙

し
空夢

オンライン処理

●発注確認ヽ

●臨時発注
ヽ＼

●発注書出力
ヽヽ

●随時契約闘登毒責＼ヽ

●納 品

●定期払出し

●臨時払出し

●在庫修正

●納品･払出+履歴

●契約情報変更

●発注情報変更

パ ッ チ 処王里

●需要予測

●定期発注準備

●払出L請求書耶氏出力

●在庫状況一覧

●薬品出納簿

●購入払出L実績表

●有効期限管王里薬品一覧

他統計資料

｢し---｢

】発注書!
+__■Jノ

図7 HIDIS-EKの処玉里概念 H旧IS-EKは,病院薬品在庫管理での業務全

般をサポートする標準プログラムであり.病院内の薬品管理室(薬品倉庫)の管

理に適用する｡

図 6 HINUS-EK

の運用例 H州US-

EKは,病院給食での

義務全般をサポート

する標準プログラム

であり,入院患者の

病状の変化などに即

応できる柔軟性の高

い運用が要求され

る｡

白 薬品在庫管理システム"川DIS-EK''5)

HIDIS-EKは,病院向けの薬品在庫管理プログラムで,薬

品の発注･納品管理,薬品の払い出し･在庫把握,各種管理

資料の作成など,病院薬品在庫管理での業務全般をサポート

する標準プログラムである｡

HIDIS-EKの利用によって,薬剤師が薬品の在庫管理面で

の事務作業に追われることなく,新しい薬学情報の習得など

の本来の仕事に取り組むことができる｡

図7に,HIDIS-EKの処理概念を示す｡

Ia 結 言

病院向け医事会計システム"HIHOPS''は病院の総合情報

システムを確立するための第一段階である病院管理情報処理

システムの中核に位置付けられるシステムであり,そのサブ

システムである給食管理システム``HINUS-EK'',薬品在庫

管理システム"HIDIS-EK”へ拡張することにより総合情報

システムの確立を容易にしている｡

今後,更に,医療技術の目覚ましい進歩に呼応し,病院管

理情報処理システムだけでなく診療情報処理システム,医学

研究情報処理システムへといっそう充実を図ってゆく必要が

ある｡

参考文献

1)藤田,外:病院向けアプリケーションパッケージの開発,日立
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剋文論

エンジニアリング･データベース

日立製作所 中村史朗

情報処理 25-4,349～354(昭59-4)

データベースの目的は,個々のアプリケ

ーションで個別に処理されていたデータを,
統合し共有化することにより,データの重

複排除や整合性の維持などを可能にするこ

とにある｡データベースの概念は,事務処

理の分野で生まれ発展してきた｡汎用の

DBMS(データベース管手堅システム)が登場

し,それを用いたデ【夕べース･システム

が実用の段階に入ってからでも10年以上が

経過した｡

一方技術分野では,これまで複雑な数値
計算に代表されるように,計算処理自体(ア

ルゴリズム)に重点が置かれてきた｡しかし,

製品の多様化,頬納期化といった環境の変

化の中で合理化を推進するためには,設計

業務をも含んだコンビュ【タによる統合支

援システムが必要である｡そのため,近年

技術分野でのデータベースが話題になって

きており,これをEDB(エンジニアリング･

データベース)と呼ぶ｡

EDBには,次のような処理特性の異なる

3種類のデータが含まれる｡

(1)製品の形状に関する図形データは,一

般に複雑な構造をもっており,かつ大量(例

えば図面単位)高速なアクセス(検索･更新)

が要求され,現在の汎用DBMSをそのまま

適用しにくい｡

(2)既作･既納品の設計諸元や主要寸法,

規格類のデータ,生産技術デlタなど生産

の各過程で参照されるデータは,非定型な

処理要求が多く発生する｡

(3)生産管理や原価管理などのデータは,

オンライン定理壬処理の比重が大きく,既に

多くの企業でデータベース化きれている｡

各ユーザーサイトでのEDBシステム構築

を容易にするためには,図形処理や数値計

算など従来からの技術の外に,次のような

課題に対処できる汎用的な技術(ソフトウェ

ア)の開発が必要である｡

(1)図形データ管理

前述のように,図形データは現在の汎用

DBMSでは,そのまま管理するのは難しい｡

PHIDAS(フィリッ70ス社)やTORNADO

(ノルウェーCentralInstituteforIndustrial

Research)のように,図形データの管理に

適用したDBMSの例もあるが,実験レベル

のものであり,実用レベルとのギャップは

まだ大きい｡図形データの処理特性に合っ

たテ■-タベース管理技術の開発が必要で

ある｡

(2)多様なデータタイプ

EDBでは,浮動小数点数や配列が頻繁に

現われる｡また,これらのデ【タには単位

が付随することが多く,更に輸出関連など

単位変換も必要となる｡これらの機能は,

従来のDBMSではほとんどサポートされて

いない｡

(3)DBMSの拡張とは異なるが,設計ドキ

ュメントは図面と並び設計の2大出力であ

り,設計ドキュメント生成のサポートは省

力化の効果が大きい｡実験システムの例と

して,EASY(日立製作所)がある｡

EDBの問題解決には,特に図形データの

管理など,図形処理技術者とデータベース

技術者の連携強化が不可欠である｡

固体デノヾイス

日立製作所 橋本哲-

テレビジョン学会誌 38-7,66l-664(昭59-7)

琵琶
固体デバイスは,高速･高集積化が進む

とともに,新しい機能をもったデバイスヘ

の展開が続いている｡過去2年間の動向を

学会発表を中心にまとめると以下のとおり

である｡大きな流れとしては,超LSIの牽

引車としての256kビットダイナミックRAM

は1982年に発表され,現在量産が始まって

いる｡高速デバイス分野では,アクセス時

間5ns以下のバイポーラメモリ,更に1ns

を目標とした1kビットGaAsスタティソク

RAMの発表がある｡他方では,従来のメモ

リ,マイクロコンピュータ主体のLSI開発

から通信用LSIなど専用LSIへの多様化が

目立っている｡

メモリ分野では,ダイナミックRAMは,

2/〃n設計ルールによる製品版256kビットの

性能とともに1Mビットの試作結果が報告

されている｡ソフトエラーなど信頼度をい

かに確保するかが課題である｡スタティッ

クRAMは,NMOS,CMOS,バイポーラ,

GaAsなどの70ロセス技術が用いられている｡

大谷量64kビ､ソトでは,アクセス時間50ns以

下の高速版と低消費電力坂が見られる｡バ

イポーラ技術を用いたものには,16kビット

15ns,4kビット4.5nsなどがある｡

不揮発性メモリは,マスクROM,EP(E･

rasable and electrically Programmable)

ROM,EEP(Electrically Erasable and

Programmable)ROMなどがあり,集積度向

上が目立つ｡マスクROMでは1Mビット,

EPROMでは256kビット～1Mビット,

EEPROMでは64kビットが開発されている｡

不揮発性RAMあるいは大容量メモリに載せ

たECC(誤り検出,訂正)回路は今後の方向

として注目すべきものである｡

マイクロ7bロセッサは,民生機器応札

高性能汎用,高速信号処理に分化しつつあ

る｡32ビットマイクロ70ロセッサは,3年

前に話題となったが,現在周辺LSIを含め

た開発が続いている｡消費電力の観点から
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